










































　書は、 『斎王の読んだ物語～王朝の姫君 　教育事情～図録』には、 「後
陽成天皇をはじめ八条院智仁親王、曼殊院良恕法親王、大覚寺空性法親王、青蓮院尊純法親王、烏丸光広、冷泉為頼など十人の寄合」と紹介されている。ただ、落款や極め等は一切なく、河田昌之氏は、	
青蓮院尊純、八条院智仁、四辻季継の筆跡と関連する書風が看取されたことにより、本作の制作環境を考える上で親王や公家という貴顕の存在を視野に入れなければならないことになるであろう
と述べるものの、 「視覚的な特徴を優先し、関連作品を対象にした恣意的な類推によるものであるため、あくまでも仮説に過ぎない」 ・ 「現段階では推論に止まる」と断っている。
　『源氏物語』五十四帖の中の三十六帖から一場面ずつを選び、絵と






























































段に分けて書いたものの三種が混在する。①桐壺その頃高麗人のまいれるか 　中にかしこき相人有けるを 　きこしめして宮の中にめさん事は 　宇多の御門の御いま めあれはいみしう 忍ひて






⑤若紫すゝめのこをいぬきかにかしつるふせこのうちにこめたりつる物をとて 　いとくちをしとおもへりこのゐたるおとなれいの心なしのかゝるわさをし 　てさいなまるゝ そいとこゝろつきなけれ⑥末摘花もろともに大内山は出つれと入かたみせぬいさよひの月とうらむる 　ねたけ 　れとこの君見給にすこしおかしう 　なりぬ人のおもひ 　よらぬことよと 　にくむ 　〳〵
里わかぬかけをはみれと行月のいるさの山をたれか尋ぬる
	
⑦紅葉賀源氏の中将は青海波をそ 　まひたまひけるかたてには大とのゝ頭 　中将かたちようい人には 　こと 　なるたち 　ならひ 　ては 　はなのかた 　はら 　のみやま 　木 り〔校異〕 「人には」
―
諸本「人に」












⑬絵合うちのおとゝ権中納言まいり給ふそ 　日そちの宮もまいり給へりいとよし 　ありておはする中 　に絵をなんたてゝこのみたまひ 　けるよりおとゝのしたにすゝめ給けるにやあらんこと〳〵 　しきめしには
















⑭松風小鳥しるしはかりひき付させたる荻のえたなとつとにしてまいれり⑮薄雲いさりせし影忘られぬかゝり火身のうき舟やしたひきにけんおもひ 　こそまかへ 　られ 　侍れと 　聞ゆ 　れ 　とあさ 　からぬしたの 　思ひをしらね 　はやなをかゝり火のかけは 　さはける
－ 7 －
東海学院大学短期大学部紀要　第 36 号　（2010）
⑯玉鬘こゝかしこのうちとのよりまいらせたるうちものとも御覧しくらへてこきあかきなさま 　〳〵をえらせ給つゝ御そひつ ろ 　もはこともにいれさせ給 　ておとなひたる上らふともさふらひてこ 　れはか 　れ 　はととり 　く 　しつゝ 　い る⑰初音わさとかましくあつめたる 　ひけこともわり 　こなとたてまつり 　給へりえならぬ五え 　うの枝にうつる 　鴬も思ふ心あらんかしとし 　月 　を松に 　ひ 　かれ 　て 　ふる 　人 　にけふ 　うくひ 　すの 　はつねきかせよ






















































































　　巻 　　久 　京 　久 　京　桐壺 ◎ ◎ ○ ○　帚木 ◎ × × ×　空蝉 　× ◎ × ×　夕顔 　◎ × ○ ×　若紫 　× ◎ ×
－ 10 －
斎宮歴史博物館蔵源氏物語図色紙貼交屏風について（上）













氏物語絵色紙」の紹介をかねて」 （三田村雅子・河添房江編、源氏物語をいま読み解く①『描かれた源氏 語』平成十八年、翰林書房） 。
（５） 　『豪華［源氏絵］ の世界 　源氏物語』平成九年、学研教育出版。
―
児童教育学科 　初等教育
―
－ 11 －
